
●新たなペットボトル回収・リサイクルシステム

●ごみはまだ減らせるの？





　地域で行われているコミュニティ回収・資源集団回収、新たなペットボトル回収やガ
レージセールなどのリユース・リサイクル活動の推進

等





※７・12ページをご確認ください。



 「手つかずのまま捨てられている食品」や
「食べのこし」といった無駄に捨てられて
いる食品を「食品ロス」と言います。日本
での「食品ロス」は、年間約６４３万トン
にも上ります。（農林水産省および環境省
平成２８年度推計）
　国民１人あたりにすると、毎日、おおよ
そ茶碗１杯分(約１３９ｇ)の食品を無駄に
捨てていることとなります。
 「私たちにできること」として、食べ物を
もっと無駄なく、大切に消費していくこと
が求められています。

   エコクッキングとは、環境に配慮しながら買い物から調理、
後片付けまで一連の流れを通じて実践する取組みです。
「食材を無駄にせず、ごみをできるだけ出さない」食生活を
心がけましょう。
http://www.city.osaka.lg.jp/kankyo/page/0000463491.html

「食品ロス」年間６４３万トン︕

できることからはじめよう
  フードドライブとは、ご家庭で余っている未開封のもので、
常温で保存でき、賞味期限が一定期間(受付先が設定
する期間)以上残っている食品を持ち寄り、社会福祉施
設や団体等に譲渡する活動です。
  フードドライブも食品ロス削減につながる大切な取組み
の一つです。

福祉団体や生活支援を必要とする個人等

家庭から食料を集める
イベントや常設会場等

「もったいない」をエコ活動につなげよう

「使いきり」　食材は無駄なく使いきりましょう

「食べきり」　料理は残さず食べきりましょう

「水きり」　ごみに出すときは水気をきりましょう

「生ごみ”３きり”運動」
                      に取り組もう︕







新たなペットボトル回収・リサイクルシステム

新たなペットボトル回収

行政回収と区分して
排出されたペットボ
トルを参画事業者が
回収。

普通ごみ 資源ごみ 容器包装プラスチック 古紙・衣類
最大の辺または径が30㎝
以内のもの、あるいは棒状
で1m以内のもの

空き缶、空きびん、ペット
ボトル、金属製の生活用
品、スプレー缶・カセットボ
ンベ類

商品を入れるものまたは
包むもので、おもにプラマー
クのあるもの

①新聞・折込チラシ、
②雑誌、③段ボール、
④紙パック、⑤その他の紙、
⑥衣類

プラマークのあるもの

行政回収 行政回収
継続

ペットボトル
のみ

行政回収 コミュニティ回収
行政回収 又は

➀ 「キャップ」と「ラベル」を
はずしてください

② 中身を出してさっと水洗い
してください

③ できるだけつぶして専用袋等
に入れてお出しください

※ キャップの下についているリングは
外さなくても大丈夫です

※ 「キャップ」と「ラベル」は容器包装プラ
スチックにお出しください

●ペットボトルの分別方法

　現在、大阪市・許可業者が「資源ごみ」として
収集している家庭から排出される“ペットボトル”　
について、本取組みを実施していただく地域活
動協議会等（原則、小学校区単位）の地
域コミュニティと参画事業者が、連携協働
して回収する活動です。　
  
　

Q. 資源集団回収で取り組むことはできるの︖
A. 資源集団回収では取り組むことができません︕ペットボトルは、古紙・衣類等と異なり、廃棄物処理法上における「専ら再生利用の目的
　となる廃棄物」とならず廃棄物に分類されますが、この取組みでは、事業者が経済合理性に基づいた適正な対価をもって、地域コミ
　ュニティと有償で売買契約を締結することを条件としていることから、ペットボトルを廃棄物ではなく 「有価物」 として取り扱います。
　なお、この取組みは地域活動協議会等（原則、小学校区単位）の規模での活動する必要があります。

大阪市地域
資源ごみ（ペットボトル、空き缶、
空きびん、金属製生活用品等）

選別施設 再資源化事業者

廃棄物として有料で再資源化

売買契約

売 却 益

ペットボトルのみ

引き渡し

売払費用

排出時から再資源化まで有価物（原料）として取引

再資源化事業者参画事業者

地域

大阪市は、ペットボトル以外に空き缶、空きびん、
金属製の生活用品を「資源ごみ（スプレー缶・
カセットボンベ類は別袋）」として収集し、民間の
選別施設で選別後、圧縮・減容等の加工
を行って再資源化事業者へ引渡し、日本国内で
再資源化（リサイクル）しています。

地域活動協議会等（原則、小学校区単位）
の地域コミュニティと契約した参画事業者がペット
ボトルを「有価物」として回収し、再資源化事業
者へ直接引渡すことで、そこで得た売払費用から
参画事業者の回収経費等を差し引いたものを
地域コミュニティへ売却益として還元します。

新たなペットボトル回収

資源ごみ収集(行政回収)

※空き缶、空きびん、金属製の生活用品、スプレー缶・カセット
ボンベ類はこれまでと同様に大阪市が「資源ごみ」として収集します。

　大阪市収集（資源ごみ等）と区分して出していただく必要が
あります。方法としてはペットボトル専用のごみ袋で区分する。また
は、大阪市収集のない曜日に実施して区分する必要があります。

●ペットボトルの出し方

資源ごみ収集

新たなペットボトル回収

※資源ごみ収集はこれまでと変わらず、収集します

　　　新たなペットボトル回収では、
ペットボトルからペットボトル等へ
リサイクルをしていくため、質の高い
ペットボトルを排出することが重要と
なります。
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（令和２年１月１日現在）

990 1,870 3,7402,970 4,730 2,530

事業所自動車営業課



・絵本

絵本は1日 1回の来場で未就学児 1名につき 1冊まで

（令和２年１月１日現在）

990 1,870 3,7402,970 4,730 2,530

事業所自動車営業課



発行年月　令和２年４月

ごみはまだ減らせるの？
～燃やされているごみ袋の中身～

　市民の皆さんにご協力をいただき、資源ごみ、容器包装プラスチック、古紙・衣類の分別収集をはじめ、分別
ルールの徹底、コミュニティ回収等の活動への支援を行うなど、様々なごみ減量・リサイクル施策を進めてき
た結果、大阪市のごみ処理量（焼却量）は、ピーク時の半分以下となっています。
　しかし、まだ、普通ごみ（焼却工場で燃やすごみ）の中に、分別をお願いしている資源物（資源ごみ、容器包
装プラスチック、古紙・衣類）が約４分の１もの割合で含まれています。また、手つかず食品、食べ残しといった
いわゆる「食品ロス」についても、約3.7万トンもの量が燃やされています（平成30年度家庭系ごみ組成分析
調査結果より推計）。
　引き続き、市民の皆さまには、分別排出の徹底や食品ロス削減のための行動など、ごみ減量・リサイクルの
ための取組にご理解とご協力をお願いします。

▲124万トン
（▲57％）

93

令和７年度
目標

平成30年度

普通ごみの中身

【平成 30 年度】33.3 万ｔ

その他 45.1%

生ごみ 29.1%

資源ごみ 2.3%
容器包装プラ
スチック 8.2%
衣類 0.9%
古紙 14.4%

約１／４

食品ロス11.1%（3.7万t）


